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１ 電波暗室とは
　部屋の６面を鉄などの金属で
覆い電波の出入りを無くした部
屋を「シールドルーム」と言いま
す。そのシールドルームでさらに
内壁をフェライトなどの電波吸収
素子で覆い、内壁面での電磁波
反射を無くした部屋を「電波暗
室」と言います。被測定物が出す電磁波をアンテナにて計測する
際、機器から直接アンテナへ届く電磁波と一度壁面反射して届く
電磁波とで干渉しあい正確に測れなくなるのを防ぐためです。

２ ＥＭＣとは
　電波暗室は、無線通信機能を有した機器の開発や電気製品のＥ
ＭＣ（電磁環境両立性）性能を確認するために利用されます。ＥＭＣ
とは、電気製品から発生する電磁ノイズと、電磁ノイズの中で正常
に動作できる能力との双方の基準を定めた国際的ルールです。

３ 技術センターの電波暗室
　当センターの電波暗室では、このＥＭＣ性能確保のために利用
できるよう各計測機器などをそろえており、次のＥＭＣ試験が実
施可能です。
　ただし、当センターの暗室は、アンテナ高さを３．３ｍまでしか上
げられず、３ｍ法電波暗室の規定である４ｍに足りません。
　また、規格認定試験場の資格を持っていないため、当センター

での試験結果はそのまま各規格試験結果として用いることがで
きませんので、認定試験前の予備試験としてご利用ください。

４ 電波暗室付属設備
　当センターの電波暗室では、ノイズ計測に直接必要な計測機

器の他に以下の設備を有してい
ます。
　まず、供給電源として可変電圧
可変周波数電源（CVCF）があり、
単相三相ともに12kVAの容量
で、電圧300Vまで、周波数1～
999Hzの仕様となっています。
　次に、イミュニティ試験時の被
試験機器誤動作確認用として、光学12倍ズームが可能なモニ
ターカメラが天井固定型と可搬型の各1台と、暗室外へ通信線な
どを取り出すために直径70mmの貫通孔があります。
　また、大型の被試験機器を持込まれる際は、地下駐車場や外周
道路より直接搬入することができますが、段差などがありますの
で事前にご相談ください。

５ ご利用方法
　この電波暗室は、現在ご利用が多いため京都府内企業の利用に
限定しています。毎月１日（土日の場合は、翌月曜日）に翌々月のご
予約をお電話にて受付開始しますので、お早めにご予約をお願い
します。（例 １０月１日に１２月分の受付を開始）

６ ＧＴＥＭセルもご利用ください
　電波暗室の利用が多いため、
当センターには電波暗室と同様
の試験が可能な設備として電磁
波妨害評価試験装置（ＧＴＥＭセ
ル）があります。被試験体の大き
さが１辺３０ｃｍまでという制約が
あり、電波暗室と比べて次の点が
劣っていますが、各試験が実施可
能です。こちらでの試験実施もご検討ください。

　なお、電波暗室のご利用にかかわらずＥＭＣ対策や試験のご相
談は随時対応していますので、お電話などでお気軽にご連絡くだ
さい。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気･電子担当　TEL:075-315-8634  E-mail:ouyou@kptc.jp

電波暗室にて実施可能な試験  ※（　）内は試験内容
・放射ノイズ測定
（空間へ出る電磁ノイズを測定）

・雑音端子電圧測定
（電源線を伝わる電磁ノイズを測定）

・妨害電力測定
（電源線を経由して空間へ出る電磁ノイズを測定）

・放射性電磁界イミュニティ試験
（空間から伝搬する電磁波に耐えられるかを検証）

・伝導性電磁界イミュニティ試験
（電源線から伝搬する電磁界に耐えるかを検証）

・電源高調波測定
（電源を歪ませる電流消費がされていないかを測定）

・瞬時停電試験
（電源短時間喪失時の動作安定性を検証）

GTEMセルにて実施可能な試験  ※（　）内は電波暗室との比較
・放射ノイズ測定
（電源線など各ケーブルからのノイズは誤差要因が大きい)

・雑音端子電圧測定
（規格値以下の外来ノイズが入る）

・妨害電力測定
（規格値以下の外来ノイズが入る）

・放射電磁界イミュニティ
（電源線など各ケーブルが受けるノイズは不確定要因となる）

・伝導性電磁界イミュニティ
（ほぼ同等の試験が可能）

電波暗室 測定制御パソコンとモニタ

電磁波妨害評価試験装置（GTEMセル）

１ TDRとは
　TDR(Time Domain Reflectometry)とは時間領域反射測定
のことで、ケーブルや基板上の伝送路にステップ電圧を印加し、反
射波形が得られた時間から伝送路上の任意の箇所のインピーダ
ンスを測定することが可能です。インピーダンスが均一でない伝
送路では入射波の一部が反射され、オシロスコープにその様子が
表示されます。
　図１は、インピーダンスの不整合点がある伝送路のオシロス
コープ波形を表したものです。伝送路にインピーダンス不整合点
があると、印加したステップ電圧が反射し、印加電圧に加算された
波形が表示されます。

　インピーダンス不整合点が伝送路のどの箇所かは、ステップ電
圧を印加してから不整合点で生じた反射波が現れるまでの時間を
測定することで特定できます。印加した電圧が往復するのにかかっ
た時間をT、信号の伝播速度をV、電圧の入力側から不整合点まで
の距離をLとすると、Lは式①で求められます。また伝播速度Vは、伝
送路の比誘電率の平方根で光速Voを割った値となり式②で求め
られます。

２ サンプリング・オシロスコープによるTDR測定
　当センターでは、前述したTDR測定が可能な「サンプリング・オ
シロスコープ」（写真１）および「TDRモジュール」があり、ケーブルや
基板の試作時に伝送路のインピーダンス評価が可能です。
　測定前の準備としては、校正キット内のSMAコネクタケーブル
をTDRモジュールに接続し、ケーブルの先端でキャリブレーション
を行います。そのため、測定物のコネクタはSMAコネクタ（プラグ）
に接続可能なものをご準備ください。

３ デモボードによるインピーダンス不整合の測定例
　ＴＤＲモジュールに付属しているデモボード（写真２）を用いてＴＤ

Ｒ測定を行い、インピーダンスの不整合を確認しました。
　デモボードには
伝送路の幅が太い
箇所（A）と細い箇所
（B）があり、それぞ
れインピーダンス
が異なりますが、オ
シロスコープの画
面でもそれを確認
することができま
す（図２）。
　上記のような基
板等の伝送路につ
いて評価をご希望
の方は、お気軽に
お問い合わせくだ
さい。

　技術センターでは、光・高周波の時間的な波形の計測・評価及び伝送路のインピーダンス特性の評価が可能なサンプリング・オシ
ロスコープを所有しています。今回、伝送路のインピーダンス特性の評価を行うＴＤＲ測定についてご紹介します。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気･電子担当　TEL:075-315-8634  E-mail:ouyou@kptc.jp

サンプリングオシロスコープによるTDR測定機器紹介電波暗室ご利用案内 ～こんな事ができる設備です～機器紹介

写真１ サンプリング・オシロスコープ
（Agilent Technology社製86100D）

写真２　デモボード

図１　オシロスコープの波形と測定対象物の関連性

装置仕様
本　　　体　86100D（Agilent Technology社）
モジュール　54754A（Differential TDR Module）
性　　　能　TDRによる線路インピーダンス（シングルエンド、

差動線路）特性
使　用　料　機器貸付　2,300円／1時間

依頼試験　2,100円／1測定

〈測定対象物〉

伝送路

〈オシロスコープの波形〉
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図２　デモボードのTDR測定グラフ
横軸 ： 時間（s）
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